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議会のあらまし

本
会
議
で
審
議
さ
れ
た

　
　
　
　

主
な
議
案
の
内
容

〔
条
例
関
係
〕

▼　

浜
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

ご
み
処
理
手
数
料
の
額
の
改
定

等
を
行
い
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

ご
み
袋
料
金
を
値
上
げ
す
る
も
の

で
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
対
策
を
十
分
し

た
後
に
負
担
増
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
、
燃
油
高
騰
対
策
等
の

補
助
施
策
と
値
上
げ
と
の
整
合
性

は
ど
う
か
、
諸
物
価
が
高
騰
し
所

得
が
増
え
な
い
こ
の
時
期
に
な
ぜ

値
上
げ
を
す
る
の
か
、
新
ご
み
袋

の
形
態
や
現
ご
み
袋
の
活
用
等
に

つ
い
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

平成20年

九　

月　

定　

例　

議　

会

平
成
20
年
９
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
は
９
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
認
定
15
件
、
条
例
関
係
14
件
、
財
産
の
譲
渡
な
ど
７
件
、
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
５
件

の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
側
か
ら
は
、
条
例
１
件
、
会
議
規
則
１
件
、
請
願
８
件
、
意
見
書

６
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
決
算
認
定
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お

り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
認
定
（
平
成
19
年
度
）
議
案
に
つ
い
て
は
、
11
名
の
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〔
予
算
関
係
〕

▼　

平
成
20
年
度
、
浜
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
予
算
は
、
６
月
の
補
正
予

算
編
成
後
に
新
た
に
生
じ
た
急
を

要
す
る
費
用
や
事
業
費
の
確
定

等
に
伴
い
不
用
額
が
見
込
ま
れ

る
事
業
等
に
つ
い
て
調
整
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
３
０
２
２
万
7
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
ふ
る

さ
と
体
験
村
改
修
事
業
、
地
域
交

流
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
、
リ
フ
レ

パ
ー
ク
き
ん
た
の
里
整
備
事
業
、

小
学
校
・
中
学
校
耐
震
診
断
事
業

に
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〔
人
事
案
件
〕

▼　

浜
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
同
委
員
の
任

命
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
同
意
し

ま
し
た
。

○
藤
本
孝
男
さ
ん
（
旭
町
木
田
）

＝
再
任

▼　

浜
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
同
委
員
の
選

任
つ
い
て
次
の
と
お
り
同
意
し
ま

し
た
。

○
島
津　

博
さ
ん
（
上
府
町
）
＝

再
任

▼　

浜
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
同
委
員
の
選

任
つ
い
て
次
の
と
お
り
同
意
し
ま

し
た
。

○
吉
浦　

宏
さ
ん
（
蛭
子
町
）
＝

再
任

○
小
野
善
道
さ
ん（
金
城
町
今
福
）

＝
再
任

○
小
川
明
夫
さ
ん
（
長
浜
町
）
＝

新
任

〔
可
決
し
た
意
見
書
〕

▼　

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

▼　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

▼　

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、

市
民
生
活
を
底
上
げ
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

▼　

地
域
医
療
を
守
る
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

▼　

漁
業
用
燃
油
高
騰
に
対
す
る

緊
急
支
援
措
置
を
求
め
る
意
見
書

▼　

不
安
定
就
労
者
や
低
賃
金
労

働
者
の
雇
用
関
係
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書

◎
決
算
認
定
の
審
査
を
、
10
月
３

日
か
ら
９
日
の
間
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

委
員
長　

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

　

副
委
員
長　

道
下　

文
男

　

委　
　

員　

佐
々
木
豊
治

　

委　
　

員　

三
浦　

保
法

　

委　
　

員　

渋
谷　

幹
雄

　

委　
　

員　

西
村　
　

健

　

委　
　

員　

大
谷　

弘
幸

　

委　
　

員　

角
田　

勝
幸

　

委　
　

員　

江
角　

敏
和

　

委　
　

員　

岡
田　

治
夫

　

委　
　

員　

島
本　

謙
利

【
訂
正
】

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
８
月
１
日

号
の
Ｐ
２
に
お
い
て
、
全
国
並
び

に
中
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
美
浦
美
樹
議
員
の

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
ま
す
。



3

こんな事業・条例を可決しました

①　ふるさと体験村改修事業
事業費　26,689千円
　経営改善計画では、体験村が地域に貢献
しながら地域住民に必要とされる施設にな
ることが求められていますが、今回はログ
ハウスの改修や風呂の熱源改修工事、どぶ
ろく製造機購入で、現在進行中の事業の充
実をはかろうとするものです。

②　地域交流プラザ整備事業
事業費　59,997千円
　矯正施設の開所に合わせ、旭インター近
くに、農林業の振興・地域の活性化・高齢
者の生きがい対策のために、約120坪の産
直市場と自由市場からなる、地域の人が「満
足と慶びを実感」できる拠点施設を整備し
ようとするものです。

③　漁業用燃油高騰対策事業
事業費　9,256千円
　漁業に関して、燃油価格高騰が及ぼす影
響は甚大であり、使用する燃油に直接補て
んすることで、浜田市の意思と姿勢を国に
示し、国の燃油高騰対策の拡充を促すこと
を目的とするものです。期間平成20年10月
１日～翌年の３月31日まで。

④　リフレパークきんたの里整備事業
事業費　104,154千円
　この施設には、市が整備し管理運営して
きたものと、（株）リフレッシュかなぎが、
増築や整備した露天風呂や宿泊棟が混在し
ているため、今後の指定管理者制度の導入
のために、それらの施設を市が買い取ろう
とするものです。

⑤　小学校中学校耐震診断事業
事業費　72,920千円
　国府・石見・今福・松原・有福・市木の
６つの小学校と、第一・第二・弥栄・旭の
４つの中学校につき、国の財政支援拡充も
あり、耐震２次診断を行って、小中学校の
耐震性を把握し、今後の耐震改修工事に役
立てようとするものです。

⑥　浜田市陸上競技場整備事業
事業費　21,272千円
　地盤等の変動により、日本陸上競技連盟
の公認競技場として更新できない状況であ
り、グランドの高低の調整・走路の不陸整
正・全天候ライン塗装・標示タイルなどの
整備を行って、４種公認競技場の更新を受
けようとするものです。

⑦　浜田市住民基本台帳カー
ドの利用に関する条例

　住民基本台帳カード（住基カード）を
利用して、証明書自動交付機から、住民
票の写し・印鑑登録証明書・所得課税証
明書を交付する浜田市独自のサービスを
市民に提供するために、必要な事項を定
めた条例です。

⑧　浜田市廃棄物の処理及び清掃等に
　　関する条例の一部を改正する条例
　浜田市環境清掃対策審議会の答申をも
とに、ごみの排出抑制と受益者負担の公
平性確保、廃棄物処理経費の財源確保（ご
み処理経費の15％）のために、ごみ処理
手数料（ごみ袋）を値上げする条例です。
施行期日平成21年４月１日　値上げ前購入
のごみ袋の使用期間は22年３月31日まで。
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視　察　報　告
■ 議会基本条例による議会活性化を目指して
　議会運営委員会として、市民の視点に立った市政運営の活性化が求め
られている。自治体の政策形成能力と議会の果たす役割について「議会
基本条例」を制定している南部町を視察した。
　議会基本条例の特徴点は①政治倫理を規定、②議員間の討議を規定、
③町長等の質問権の規定を骨子とするものである。
　本市では、議会政治倫理条例は制定をしたが、南部町議会は政治倫理
を含む基本条例の内容である。町長の反問権は、根拠のない質問等抑制
効果が期待でき、執行部もしっかりした発言になると説明を受けた。議
員間の討議や町長の質問権は、言いっぱなしの感がある本市にとっては
新鮮な制度であり、一考に値するものと感じた。当市議会においても、
質問・発言の裏づけに基づく妥当性・客観性・先見性などさらなる質的
向上が問われている。新市誕生以降、議会の活性化・議会改革は確実に
うごいている。今回の視察を糧としてさらに強化する。

記　委員　新田勝己　

議会運営委員会
■実施日：５月８日㈭～９日㈮
■視察地：鳥取県南部町
　　　　　鳥取県米子市

総務文教委員会
■実施日：４月21日㈪～23日㈬
■視察地：東京都杉並区
　　　　　岩手県遠野市
　　　　　岩手県滝沢村

遠野市森林総合センター

■ 杉並区の教育行政の取り組みについて
　教育行政の取り組みについて教育委員会では、平成16年度に
杉並区教育ビジョンを策定し、その推進計画をもとに民間人校
長の任用、杉並師範館の設立、学校支援本部の設置、校舎のエ
コスクール化等の先進的な取り組みを行っている。また、この
取り組み状況を受け、今後学校現場の変革への支援を重視し、
「教員の資質向上・力量形成」「学校経営を支える人的支援」「地
域との協働」を中心にしたさらなる「教育ビジョン推進計画（平
成20年～22年度）」の策定を目指していると、説明を受けた。
　杉並区の教育に対する情熱の注ぎ方や、教育委員会委員・職
員の取り組みの真剣さに対し脱帽したところであった。
　当市においても、杉並区はもとより常に先進事例を参考にし
ながら、教育行政を進めていくべきと感じた。

記　委員長　西田清久　

■ 福祉環境の先進地の取り組みについて
　小浜市での視察は今年４月から供用開始されている被覆型の一般廃
棄物最終処分場でした。生湯町に建設される被覆型の浜田市不燃ごみ
処理場と同型の施設で、浜田市においても将来にわたって地元住民を
含めた管理、監視体制の整備が必要であると感じました。
　掛川市では年４回の市議会定例会が開催されますが、12月定例会
は政策議会と位置づけ、中・長期的な課題を集中論議され、ごみ減量
大作戦を打ち出したり、いち早く幼保一元化に取り組んだりと、掛川
市の行政・住民が一体となった対応の素早さに感心しました。
　北名古屋市では思い出あふれる（回想法）事業を調査しました。高
齢者が懐かしい生活道具等を教材にして、スクールの中で元気に思い
出を語り合い、介護予防や認知症予防を図り、地域づくり・人づくり
を推進するという全国の自治体の中での最初の取り組みでした。
　今後視察の成果を、浜田市行政に反映させていきたいと思います。

記　委員長　三浦保法　

福祉環境委員会

南部町視察状況

■実施日：７月２日㈬～４日㈮
■視察地：福井県小浜市
　　　　　静岡県掛川市
　　　　　愛知県北名古屋市

小浜市最終処分施設
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問
質①　

ご
み
の
減
量
化
に
は
、
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
条
例

で
は
、
自
動
販
売
機
横
に
回
収
容

器
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
現
状
は
未
設
置
が
多
く
見
ら

れ
不
法
投
棄
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
設
置
者
へ
の
指
導
は
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
う
。

②　

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
が
進

む
中
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
は
全
く
に
等
し
い
位
に
持
参

が
無
い
。
持
参
率
の
調
査
と
啓
発

活
動
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

③　

マ
イ
バ
ッ
グ
の
日
を
設
定
す

る
考
え
は
無
い
か
伺
う
。

弁
答①　

各
地
域
の
環
境
清
掃
指
導
員

と
連
携
を
図
り
、
設
置
事
業
者
に

対
し
直
接
指
導
を
行
う
。

②　

島
根
県
が
実
施
す
る
『
し
ま

ね
Ｃ
Ｏ
２

ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
』
へ

参
加
を
い
た
だ
き
、
レ
ジ
袋
削
減

に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

③　

来
年
度
の
ご
み
収
集
計
画
表

に
マ
イ
バ
ッ
グ
の
日
を
記
載
す
る
。

問
質①　

最
近
は
年
功
序
列
に
よ
る
管

理
職
昇
格
に
対
し
て
批
判
が
あ
る

が
、
面
接
、
論
文
、
管
理
職
に
必

要
な
知
識
を
含
め
昇
格
試
験
を
導

入
す
る
考
え

は
な
い
か
聞

き
た
い
。

②　

よ
り
幅

広
く
優
秀
な

人
材
を
登
用

す
る
た
め
に

「
新
規
職
員

採
用
試
験
」

の
年
齢
制
限

撤
廃
に
関
し

て
の
所
見
を

聞
き
た
い
。

弁
答①　

昇
任
試

験
は
全
国
の

18
％
の
自
治

体
で
実
施
さ

一　般　質　問
16人の議員が市政を質しました。

問
質①　

今
農
業
は
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
問
題
な
ど

深
刻
な
状
況
に
あ
る
が
、
振
興
策

を
伺
う
。

②　

産
直
市
を
核
と
し
た
地
産
地

消
の
取
り
組
み
状
況
・
農
業
施
策

決
定
の
場
に
女
性
の
参
画
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

弁
答①　

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
担

い
手
育
成
と
確
保
に
努
め
て
い
る

新
規
就
農
者
、
認
定
農
業
者
の
相

談
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
集
落

営
農
組
織
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
、
地
域
と
の
協
議
、
法

人
化
へ
の
相
談
、
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

②　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
産
直
「
き

ん
さ
い
市
」
の
店
舗
整
備
、
旭
自

治
区
に
野
菜
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
新

設
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
女
性

の
参
画
は
、
大
事
な
視
点
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
昇
任
・
昇

格
の
公
平
性
・
客
観
性
を
高
め
る

新
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
す
る

中
で
検
討
し
た
い
。

②　

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
有

す
る
職
員
採
用
は
十
分
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
職
員
の

年
齢
制
限
は
「
長
期
の
継
続
勤
務

に
よ
る
職
務
能
力
の
開
発
・
向

上
」の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

浜田の四季景観100選から「田んぼのまつり」三隅町上今明　大畑秀人氏　撮影

そ
の
他
の
質
問

浜
田
市
民
歌
の
普
及
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
対
策

に
つ
い
て

三
浦
一
雄

み　

う
ら　

か
ず　

お

今
後
の
行
政
組
織
改
革

に
つ
い
て

川
神
裕
司

か
わ　

か
み　

ひ
ろ　

し

農
業
振
興
に
つ
い
て

三
浦
美
穂

み　

う
ら　

み　
　

ほ
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一 般 質 問

問
質

　

島
根
県
内
の
他
の
７
市
の
国
民

健
康
保
険
会
計
の
基
金
残
高
は
、

財
政
規
模
を
合
わ
せ
る
と
、
ど
こ

も
５
億
円
前
後
な
の
に
、
浜
田
市

は
他
市
の
４
倍
の
21
億
円
と
、
異

常
な
残
高
で
あ
る
。
国
保
料
金
の

決
定
は
、
国
の
機
関
委
任
事
務
か

ら
自
治
事
務
に
変
更
さ
れ
、
決
定

権
は
地
方
自
治
体
に
移
っ
た
。

　

そ
の
結
果
県
内
で
も
、
出
雲

市
は
、
加
入
者
の
保
険
料
負
担

の
軽
減
の
た
め
に
平
成
17
年
度
に

１
億
５
千
万
円
、
19
年
度
に
２
億

円
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
。

　

浜
田
市
も
、
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
21
億
円
も
あ
る
基

金
を
取
り
崩
し
て
国
保
料
を
値
下

げ
し
、
諸
物
価
高
騰
で
非
常
に
生

活
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
浜
田
市

民
を
救
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

弁
答

　

検
討
し
た
い
。

問
質①　

街
づ
く
り
の
財
政
的
な
裏
付

け
で
あ
る
中
期
財
政
計
画
に
示
さ

れ
た
55
億
円
の
削
減
方
針
を
問
う
。

②　

図
書
館
を
含
む
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
事
業
の
実
施
見
通
し
を
伺
う
。

③　

長
浜
小
学
校
建
設
の
基
本
プ

ラ
ン
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

弁
答①　

物
件
費
・
補
助
費
で
55
億
円

の
削
減
は
か
な
り
厳
し
い
た
め
手

数
料
等
に
も
範
囲
を
拡
大
し
、
10

月
中
に
計
画
を
策
定
し
た
い
。

②　

国
の
関
連
施
設
の
合
庁
化
建

設
が
同
時
期
に
は
難
し
い
中
、
浜

田
市
独
自
で
23
年
度
か
ら
図
書
館

建
設
を
中
心
に
事
業
実
施
が
で
き

る
よ
う
具
体
化
さ
せ
た
い
。

③　

改
築
検
討
委
員
会（
仮
称
）を

設
置
し
、地
元
の
要
望
等
を
踏
ま

え
た
基
本
計
画
を
本
年
度
中
に
策

定
す
る
。21
年
度
で
実
施
設
計
を

策
定
、22
〜
23
年
度
で
建
設
工
事
、

24
年
度
の
開
校
を
目
指
し
た
い
。

問
質①　

幼
稚
園
の
民
営
化
は
認
定
こ

ど
も
園
も
含
め
、
も
っ
と
慎
重
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　

働
く
保
護
者
へ
の
支
援
の
た

め
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

設
日
を
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③　
「
安
易
な
中
核
病
院
で
の
初

診
は
多
額
の
負
担
が
か
か
る
」「
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
の
徹
底
は
、
市
へ

多
額
の
収
益
を
も
た
ら
す
」な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、

市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

弁
答①　

法
改
正
に
よ
り
、
幼
児
教
育

・
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

②　

来
年
度
か
ら
の
実
施
も
含
め
、

本
年
度
中
に
調
査
研
究
を
す
る
。

③　

市
民
へ
の
啓
発
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
今
一
度
、
周
知

に
つ
い
て
検
討
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
質土

砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

①　

森
林
伐
採
・
木
材
搬
出
に
対

す
る
指
導
状
況
を
問
う
。

②　

土
砂
採
掘
等
、
無
届
け
の
行

為
に
対
す
る
指
導
状
況
を
問
う
。

③　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
避

難
所
に
対
す
る
安
全
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

弁
答①　

届
出
に
よ
り
状
況
を
把
握

し
、
植
林
等
後
処
理
方
法
の
指
導

を
実
施
し
て
い
る
。

②　

配
慮
不
足
に
よ
る
造
成
行
為

な
ど
は
、
県
と
連
携
し
、
適
切
な

行
政
指
導
を
行
い
、
無
秩
序
な
乱

開
発
を
未
然
に
防
止
し
て
い
る
。

③　

安
全
対
策
工
事
は
種
々
の
理

由
で
困
難
な
た
め
、
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
、
比
較
的

安
全
な
避
難
所
の
早
期
開
所
、
防

災
メ
ー
ル
に
よ
る
避
難
の
早
期
呼

び
か
け
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
質①　

当
市
の
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ

ィ
」
実
施
の
総
括
と
、
今
後
の
日

常
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

②　

太
陽
光
発
電
推
進
の
考
え
を

伺
う
。

③　

レ
ア
メ
タ
ル
の
安
定
確
保
の

観
点
で
、
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
の
考
え
を
伺
う
。

弁
答①　

当
市
で
は
６
項
目
の
取
り
組

み
を
実
施
し
、
温
暖
化
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
と
感
じ

る
。
今
後
、
各
項
目
を
継
続
的
に

実
施
す
る
。

②　

国
・
県
等
の
導
入
支
援
策
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
一
般
家

庭
な
ど
へ
の
導
入
に
向
け
た
普
及

啓
発
に
努
め
る
。

③　

資
源
の
有
効
利
用
に
理
解
を

求
め
る
た
め
に
、「
ご
み
分
別
早
見

表
」
と
併
せ
、
広
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
使
用
し
て
、
啓
発
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①　

地
域
医
療
等
の
充
実
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

①　

浜
田
港
の
港
湾
機
能
の
充
実

②　

教
育
振
興
の
具
体
的
計
画
策
定

そ
の
他
の
質
問

　

雇
用
創
出
へ
の
産
業
振
興
を

そ
の
他
の
質
問

①　

水
害
対
策
に
つ
い
て

②　

災
害
体
制
の
検
証
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　

健
全
化
判
断
比
率
の
数
値
が
示

す
意
味
合
い
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ
の

断
行
に
つ
い
て

渋
谷
幹
雄

し
ぶ　

た
に　

み
き　

お

今
後
の
財
政
運
営
と

　

事
業
実
施
に
つ
い
て

江
角
敏
和

え　

す
み　

と
し　

か
ず

子
育
て
の
支
援
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

道
下
文
男

み
ち　

し
た　

ふ
み　

お

災
害
に
強
い
ま
ち

　
　

づ
く
り
に
つ
い
て

平
石　

誠

ひ
ら　

い
し　
　
　
　
ま
こ
と

環
境
問
題
に
つ
い
て

佐
々
木
豊
治

さ　

さ　

き　

と
よ
は
る



7

問
質

　

当
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
中
山
間
地

域
で
の
耕
作
者
の
減
少
に
伴
い
、

耕
作
放
棄
地
が
目
に
付
く
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
今
後
、
小
規
模
農

家
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
を
伺
う
。

弁
答

　

小
規
模
農
家
の
生
産
意
欲
を
高

問
質①　

浜
田
港
を
活
か
し
た
貿
易
・

漁
業
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

②　

浜
田
自
動
車
道
を
活
か
し
た

経
済
交
流
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

③　

観
光
資
源
や
伝
統
産
業
等
を

活
か
し
た
人
の
交
流
施
策
に
つ
い

て
問
う
。

④　

合
併
後
、
広
域
と
な
っ
た
新

浜
田
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

交
流
都
市
『
浜
田
』
を
制
定
し
て

は
ど
う
か
問
う
。

弁
答①　

ロ
シ
ア
貿
易
も
加
え
て
貿
易

の
拡
大
を
図
る
。
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
の
継
続
実
施
で
県
外
船
の
浜
田

漁
港
へ
の
水
揚
げ
促
進
を
図
る
。

②　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
航
路

開
設
に
よ
り
注
目
度
が
増
し
た
浜

田
港
の
Ｐ
Ｒ
を
山
陽
側
に
行
う
。

③　

広
島
市
に
対
し
て
は
、
広
島

Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
交
流

事
業
を
さ
ら
に
促
進
す
る
。

④　

交
流
都
市
『
浜
田
』
と
な
る

よ
う
意
識
の
醸
成
、
経
済
交
流
を

推
進
し
て
い
く
。

問
質

　
「
あ
さ
ひ
子
ど
も
園
」
は
、
来

年
４
月
に
開
園
予
定
で
あ
る
が
、

既
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
園
は

「
保
育
所
型
」
を
予
定
さ
れ
、
保

育
に
欠
け
な
い
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
国
等
の
補
助
が
な
い
た
め
、

運
営
上
不
安
で
は
な
い
か
。
市
の

考
え
と
今
後
の
見
通
し
を
問
う
。

弁
答

　

国
は
、
認
定
子
ど
も
園
制
度
の

普
及
促
進
等
に
関
す
る
検
討
会
を

設
置
し
、
財
政
支
援
や
制
度
改
革

を
検
討
し
て
い
る
。
市
は
そ
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

問
質①　

学
校
統
合
審
議
会
答
申
の
説

明
会
は
夏
休
み
ま
で
に
実
施
す
る

方
針
だ
っ
た
が
、
そ
の
現
状
と
、

年
度
末
と
し
た
「
統
廃
合
計
画
」

の
策
定
時
期
に
変
更
は
な
い
か
。

②　

国
は
統
廃
合
の
た
め
の
新
基

準
に
着
手
、
平
成
22
年
度
以
降
市

町
村
で
検
討
の
方
向
で
あ
る
。
住

民
論
議
期
間
を
保
障
す
べ
き
だ
。

③　

小
規
模
校
を
尊
重
し
住
民
合

意
の
原
則
を
明
記
し
た
「
昭
和
48

年
・
通
達
」
の
認
識
を
問
う
。

弁
答①　

対
象
の
８
校
で
保
護
者
説
明

会
を
実
施
し
、
参
加
者
は
31
％
。

住
民
説
明
は
多
少
遅
れ
た
が
、
予

定
ど
お
り
計
画
策
定
し
た
い
。

②　

国
と
の
整
合
は
必
要
だ
が
、

住
民
合
意
を
得
て
す
す
め
た
い
。

③　
「
通
達
」
の
留
意
事
項
は
尊

重
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

め
る
た
め
に
は
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

小
規
模
農
家
が
取
り
組
み
や
す
い

少
量
多
品
目
の
生
産
と
、
農
家
自

身
が
価
格
設
定
で
き
る
産
直
市
へ

の
出
荷
体
制
を
支
援
す
る
こ
と
で

農
業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
浜
田
市
農
林
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
担
い
手
支
援
チ
ー
ム

を
編
成
し
農
業
生
産
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
一
般
農

家
や
女
性
農
業
者
を
支
援
す
る

チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
経
営
や
運

営
指
導
、
農
地
や
地
域
を
守
る
対

策
等
の
相
談
も
行
っ
て
い
く
。

浜田の四季景観100選から「夕暮れ」港町　中山淳氏　撮影

（あさひ子ども園）

そ
の
他
の
質
問

①　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

②　

放
置
さ
れ
て
い
る
危
険
家
屋

対
策
に
つ
い
て

一 般 質 問

農
業
の
活
性
化

に
つ
い
て

三
浦
保
法

み　

う
ら　

や
す　

の
り

交
流
都
市『
浜
田
』の

制
定
に
つ
い
て西

田
清
久

に
し　

た　

き
よ　

ひ
さ

認
定
子
ど
も
園

に
つ
い
て

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

か
ま
は
ら

や　

し　

え

学
校
統
廃
合
問
題

に
つ
い
て

木
村
正
行

き　

む
ら　

ま
さ　

ゆ
き
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９
月
定
例
議
会
で
は
、
総

額
2
億
3
千
万
円
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
な
ど
48
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

指
定
ご
み
袋
代
金
を
来
春

か
ら
値
上
す
る
条
例
改
正
案

の
採
決
が
あ
り
、
福
祉
環
境

委
員
会
で
は
否
決
で
し
た
が
、

本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
待
望
の
島
根
あ
さ

ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
10
月
19
日
の
開

所
式
を
前
に
、
9
月
20
日
に

は
記
念
碑
の
除
幕
式
と
市
民

へ
の
施
設
見
学
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
4
千

人
を
超
え
る
皆
さ
ん
の
参
加

が
あ
り
、
近
代
的
な
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
の
大
変
き
れ
い
な

施
設
に
驚
き
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
議
会
に
対
す
る
市

民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

今
日
、
益
々
充
実
し
た
議
会

だ
よ
り
を
発
行
す
る
た
め
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

記
（
委
員
）
山
崎　

晃

議
会
広
報
広
聴
調
査

特
別
委
員
会　

　

委
員
長　

渋
谷　

幹
雄

　

副
委
員
長　

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

　

委　
　

員　

佐
々
木
豊
治

　

委　
　

員　

平
石　
　

誠

　

委　
　

員　

新
田　

勝
己

　

委　
　

員　

山
崎　
　

晃

　

委　
　

員　

田
村　

友
行

　

委　
　

員　

三
浦　

一
雄

　

委　
　

員　

原
田　

義
則

一 般 質 問

問
質①　

地
域
経
済
の
現
状
認
識
に
つ

い
て
問
う
。

②　

漁
業
は
、
３
割
が
廃
業
し
か

ね
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
水

産
浜
田
」
に
と
っ
て
大
打
撃
だ
。

対
応
策
を
問
う
。

③　

集
落
営
農
の
米
生
産
が
採
算

割
れ
に
な
る
。
見
通
し
と
対
応
策

を
問
う
。

弁
答①　

燃
油
高
騰
や
物
価
上
昇
、
公

共
事
業
の
減
少
等
、
経
済
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

②　

燃
油
へ
直
接
補
填
は
、
市
の

意
志
と
姿
勢
を
国
に
示
す
と
共

に
、
産
地
の
責
任
と
し
て
水
産
物

の
安
定
供
給
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国

の
対
策
拡
充
を
促
し
た
い
。

③　

米
価
の
低
迷
や
原
油
価
格
の

高
騰
に
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
作
物
導
入
や
経
営
管
理
の

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
な
う
。

問
質①　

浜
田
市
農
林
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
問
う
。

②　

農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

③　

集
約
化
・
共
同
化
に
つ
い
て

問
う
。弁

答①　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
悪

化
し
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
今
後
は
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
裾
野
を
広
め
て
対
象
者

の
支
援
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

②　

来
年
度
か
ら
３
年
間
の
振
興

計
画
は
行
政
と
農
家
と
の
一
体
的

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
協
働

で
策
定
し
て
、
説
明
と
理
解
を
求

め
つ
つ
推
進
に
努
め
る
。

③　

中
山
間
地
域
の
水
田
農
業
は

深
刻
な
状
況
で
、
農
地
の
集
約
先

や
作
業
の
受
託
先
の
組
織
体
制
づ

く
り
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
体
制

づ
く
り
の
支
援
を
推
進
す
る
。

　

問
質①　

国
の
雇
用
促
進
住
宅
全
廃
・

売
却
方
針
に
対
し
浜
田
市
は
、
購

入
方
針
を
表
明
し
た
が
、
こ
の
間

の
入
居
者
の
反
応
は
ど
う
か
。

②　

文
書
以
外
に
何
の
説
明
も
し

な
い
雇
用
能
力
開
発
機
構
の
や
り

方
に
入
居
者
は
、
不
信
・
不
満
を

抱
い
て
い
る
。
早
急
に
説
明
会
を

開
催
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

③　

管
理
運
営
が
市
に
移
行
後
、

入
居
条
件
に
変
更
が
あ
る
か
。

④　

10
年
経
過
後
は
、
廃
止
・
解

体
を
前
提
に
建
て
替
え
は
行
わ
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
営
住
宅

整
備
計
画
に
変
更
が
あ
る
か
。

弁
答①　

購
入
方
針
公
表
前
に
２
件
、

公
表
後
に
２
件
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
が
、
安
心
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②　

市
と
の
合
同
説
明
会
の
開
催

を
開
発
機
構
に
依
頼
し
て
い
る
。

③　

家
賃
を
含
め
、
大
き
な
変
更

が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

④　

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

問
質

　

昭
和
59
年
２
月
の
公
的
年
金

制
度
一
元
化
に
関
す
る
閣
議
決
定

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
市
長
の
所
見
を
問
う
。

弁
答

　

公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
の
目

的
は
、
負
担
と
給
付
の
公
平
性
、

安
定
し
た
年
金
財
源
の
確
保
、
年

金
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
公
的
年
金

制
度
が
、
全
国
民
の
老
後
の
所
得

保
障
の
中
核
を
担
う
制
度
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
、
制
度
を
ゆ
る

ぎ
な
い
も
の
と
す
る
た
め
の
改
革

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

地
域
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

①　

国
民
年
金
及
び
被
用
者
年
金

の
負
担
と
給
付
の
格
差
に
つ
い
て

②　

国
保
と
被
用
者
保
険
の
負

担
格
差
に
つ
い
て

③　

医
療
保
険
制
度
の
一
元
化
に

つ
い
て

④　

燃
油
高
騰
対
策
の
基
本
的
考

え
方
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　

地
域
で
の
福
祉
推
進
に
つ
い
て

景
気
低
迷
の
現
状
認
識
と

行
政
支
援
に
つ
い
て

新
田
勝
己

し
ん　

た　

か
つ　

み

農
業
振
興
に
つ
い
て

大
谷
弘
幸

お
お　

た
に　

ひ
ろ　

ゆ
き

雇
用
促
進
住
宅
の
購
入

に
つ
い
て

西
村　

健

に
し　

む
ら　
　
　
　

け
ん

公
的
年
金
の
一
元
化

に
つ
い
て

岡
田
治
夫

お
か　

だ　

は
る　

お


